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日本藻類撃舎の設立に就て

藻類の研究は植物感の一昔sI"Jとしては勿論のとと，又7l¥.産製J:.から見ても

組めて重要注一部fつでありまして，水産問日本にとってはl持にその然るを感

ゃるのであります。 而して我閣の蕊壌は制Jif，():¥1の女Jlく故li!iJ村金太郎先生によ

ってその基礎がきづかれ附来初|筑者の数も土古川!し又一般同好の士も全閣にJi.

って相?砦の3止に挫しています。従って近年此土止の人kのI::.¥]vc一つの樹立した
県令を設立せんとの昨が大きく怠ってきました。そとで11'1"年来有芯の者が札|

より相談の結果fI'I"II?:¥%112i 51三11)oJ 11日， 日本誌柔[ト事件の設立を見るに至っ

たと とは誠に御同民vc:l'ltえません。
本合設立に至る迄の粧過の大要，本千干の品目.*ia事業232は下に記ナ通 りであり

ますがイ司王子多数同専~ I司灯の二1::の ~~11賛同入令を希望ナる次第で、あ り ます。

日本藻類皐曾設舎に至る迄の過経概要

J. 昭和 27 年 7 JJ ~8 H 東京)1!偽来ifJJ r!lt;.水産研究所に於いて， 新IhM~得rft， 長谷川由雄，

;24木宗fM，ili":tr.;安祭，持i1川家占，1J{i必俊遺I 111 悶 :~:f.~男与の諸氏合合の際世v亡前年の

舞虫色での日本7!-i!主要件fJ大合&.びその他の合合等に於て致:草 されたI:l;;伝説1Ji務合設立
の話が11¥て次のような1¥1合わせを行った。

イ.来る 10月中旬のEI本植物等合大舎を機 として後舎をおlする とと 。

ロ.主主illi人27名のill定。
ノ、.三宅lil<<ー.， r.I' 出 [-rf:l房， 岡原:ïE人， 凶枝i~~ の間氏には ζ の fi?: てを通知 して街l援日JJ

を乞うこと。

ニ.舎の 名街'1 日不 若年1Jil手合
ホ.令

へ.合

ト.司Z

区Ya4ttD-

p( 

「五革新Jとし， A5 チ~Jで年 2， 3 luJ!i走行

差是百厄.1(年;憤〉

採集合，秘習合等の開催

チ. 役立趣意1!~: の作成4事務含ま での一切 を 山間主主=男氏に一任するとと。

2. 英後不fik の駄を考~l.\:して， ~illi入 を 35 名 1C増 IJ \I し， 1 1 1 間半男氏からそれぞれ依頼状

を護送したととる殆んど全員から賛同快諾の通知を待た。叉中断治)ゑ田原正人，

石川光春 (ill1Jn)の三氏には山田幸男氏 より， 三宅総ー，I必1;閥単の雨氏には，新町内

lilì:敏氏~.~~ よ り， ζ の伎の企てに到して御援以j を乞 V' ， それぞれ御f.~悶 を得た 。 fM~
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起人は下の通り 。

完fr山骨 塁茎敏 ii蕊1.11 f}l也 :長谷川出可1， 司三笠f 主E 1At泌i弘幸

生i拘義↑w 今郊i宏三 稲垣主[ー 持出rftl:司主 岩本 m~三

Jf-悶 f氏 力日崎英タ3 木下院-IDi 黒木宗f;';J jJミj在官太郎

三愉 苅対1， r(，や'1- :f主事¥i :fR予~健一郎 附問 幸一 I品J~I語彰夫

;11:訂: 彦築 奥野手同1， [:)jヲ1'.J'iil志対i， 時I1川 宗官 i4'白木 幸己ザ3

須iJ!袋 f変造 高校 IElJ: 問* 闘。 J1;¥"'問 fiJlI 補周三郎

格的 JJ)， 八木繁一 ~II問先1 7-台 山岡 ;;p男 米関勇一

3. l昭和 27年 9月初 H 函館市に於ける日本水産経合大合11¥席合員に，本合の設1J:組

定、舎を配布した。叉，問診舎に IHM'; した務超人長谷川r:8対í~，中村義明，近江彦後，

l奴井烈志持1" 持'ff川宗占，1時2町内[1，山間知Y古の諸氏は， 26日夜，函館市北稿に於て合

合し， r("村義則氏が提示した"2rWJ草案に就いて話合いをした。次いで (1)後y巴人合

は10月11日夜が好都合ならん (2 )!B:~基人合の案内状に合則原案を同封 されたし

(3)設立趣意書に滋J包人名簿及び入食~(1 込君?をつけては， ミ字の意見が I~H た。そこ で こ

の旨を111111幸男氏に係え，重ねて後合への何分の御誕カをお願いするととにして散

合した 。 的この席上~j包人に化&専攻E持者の参1m を ;;Rめでは との後言がるでコたが未

だその機に非ずとの意見が似かった。

4_ 11祝日 27年 10J]1¥.1 ILiEtl半月氏より後，也人舎を東京に於て 10月11日午後 611寺よ

り閲舎の通知を溌浴し，同 II;~' に設立趣意 '~J~ を印刷して3 これを日本純物慾合大令 1 1\

1出合員に岡~;;(Iíするよ う手附した 。

日本藻類撃曾設起人舎議事報告

LI n:¥， 11百平日27&1三10}111I-l午後 611;¥ーより ]0ns， 

d司令ra FJf 東京大王住宅]1.務部材j1lIlJ準教室地下集

11¥ M'J'者 新11~品盛f政 "F-出f 2主 }{N~級 ULョ;号 主i三財j 義的 今野n宏三
務日，)- f~足 21'- 黒木;f~f，'，J 三輪 先日村1， rl'や1・ーi沙lt 附]周 喜一

奥野手千対l' i干~r川 宗吉 持~!r木紀if.i 須旅 f変造 問中 ~íJ1J 

日寺田 11m *iif. 111{j 勇 1111可申犯 米間勇一

fM~tの他~)~生待望i名 IH njÎ1'

B司令に先たーち~j包人代表， 111 fEl'2?;男氏から， 別項~令に去るまでの経過報告があり，

引t吹き同氏議長となり ， 合H1J)J正案の審議に入り， 溢 lド夕食を共にし乍6，多少のj求案

修jEを行い別項のU'WJを/衣認 した。 次いで，令長のj謹製(後i包人の互~，無記名投~，Ij~)
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を行二ぃ， IJ~ 同等男氏が前逃した。

その他の主な議題及び報告

1. 合誌 「務muはA5ヂ11とし， 年三問後行し， 古11刊iJJHは来年四月までに号室行する ζ
と。

2. 名様合員のtfu.~ o

令長から合の~足IT，\，より援JJ)J を乞える敏氏を ， 名号~~*艮に行r~聡せんとの動議があっ

たが， 他fこも之fこ力日うべき人ありとの務言があって， tlil奇第一!日lの大舎に一指して

とれを諮るととにした。

3. 入合rjl込舎は， 別に印刷して純物象雑誌， EI本水産拳合誌に封入， ，殴'I~: :" な方法で伐

〈配布する ζ と。

4. 主主起人は，それぞれ最寄の地区で，合員の入合勧誘に努めるとと。

5.合設立準備の氏周として， ~I'.~訪日島博氏か ら金去千聞の寄附があった 旨の報告があり

一同謝意を表した。

.' 
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